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□日本型バランスシートレンディング「ローズガーデン」

Rose Garden（ローズガーデン）は金融機関向けのバランスシート・レンディング(※1)システム」として開発されました。
ローズガーデンなら、融資における時間を大幅に減少させる事ができます。審査の時間は元より、優良な貸出先の発掘時
間なども削減する事が出来ます。
従来の融資審査では、担当者が相当な時間と労力を用いて審査を行っており、人的な判断が多くの部分に関与してい

ますが、ローズガーデンなら効率的な融資審査を行う事が出来ます。また審査に活用するデータの違いも特徴的です。従来
の審査では、過去の決算書類や取引などいわゆる静的なデータを活用してきました。しかしローズガーデンによる審査では、
月単位での試算表を利用する事もできるためリアルタイムに近い事業実績を把握することができます。
ローズガーデンは国内の融資事情を考慮した「日本型」のバランスシートレンディングとなっています。海外のバランスシート

レンディングは申込みから融資の実行までを自動で行い、短期融資が主となっています。ちなみに金利は15～30％が一般
的です。しかし日本では長期融資が一般的であり金利も数％となっています。
日本型バランスシートレンディングのローズガーデンはこうした国内の融資事情を考慮し、融資審査と見込み客の発掘を

ローズガーデンが行い、その後の直接面談、融資の実行は金融機関が今まで通りに行うシステムとなっています。

※バランスシート・レンディング
法人企業の事業データに基づく融資サービス。金融機関は企業の各種事業データを活用し融資可能かどうかを判別する。
バランスシート・レンディングの大手企業にはOnDeckやKabbageなどがある。



◆従来の融資と日本型バランスシート・レンディングの違い

○従来の融資
1.融資見込み企業への訪問（数回～10数回）
2.信用を得て決算書を獲得する
3.決算書の審査
4.融資可能かどうかの連絡
5.融資実行

○日本型バランスシート・レンディング
1.融資可能な企業から決算書が送られてくる・・・・・・・・ローズガーデンが自動で行う
2.企業への訪問（1～2回）・・・・・・・・・金融機関が今まで通り行う
3.融資実行



RoseGardenでは、以下のことが実施できます

売上、利益、売掛金など様々な勘定科目を設定し、優良な貸出先
（中小零細企業）を探し出すことができます。

条件に合致した貸出先に、融資のオファーを出すことができます。

オファーへの回答状況がリアルタイムに確認できます。

特に小口の融資が多い信用金庫、信用組合様には最適なシステムです。

自社内には許諾を受けたデータのみを保持。コンプライアンスにも配慮しています。

ネット企業のような特定の事業所を持たない会社にもアプローチできます。



基本的なオファーの流れ



お問い合わせ

一般社団法人フィンテックガーデン
東京都千代田区神田須田町2-8ＡＳＫビル7Ｆ
ＴＥＬ 03-6260-9525

メール
info@fintech-garden.com

ウェブサイト
http://fintech-garden.com



補足資料：フィンテックガーデンの過去新聞掲載資料

2019年9月30日 日刊工業新聞



補足：フィンテックガーデンの過去掲載資料
2019年8月22日 日刊工業新聞



補足：フィンテックガーデンの過去掲載資料
2019年5月31日 日刊工業新聞


